
－1－ 

 

令和４年度第１回船橋市図書館協議会会議録 

 

 

１ 開催日時 令和４年７月５日(火曜日) 午後２時 00 分～午後３時 45 分 

 

２ 開催場所 船橋市西図書館 ３階多目的室 

 

３ 出席者  （1）委員 黒澤委員、大槻委員、大森委員、入江委員 

  吉川委員、原野委員、中原委員、石塚委員 

（2）事務局 三澤生涯学習部長、柴山西図書館長 

 矢野中央図書館長、有田北図書館長、 

加藤東図書館館長代理、河野西図書館館長補佐、 

  北村西図書館総務係長、唯野西図書館利用サービス係長 

  岡本西図書館企画事業係長、髙橋西図書館主事、 

内田西図書館主事 

 

４ 欠席者  渡部委員 

 

５ 議題及び公開・非公開の別 

（1）開会宣言 

（2）議事 

議事１ 令和３年度実績について（公開） 

 ① 利用状況 

 ② 実施事業 

議事２ 令和４年度計画について（公開） 

 ① 予算の概要 

 ② 計画事業 

 ③ 主な施策等 

ア 第三次船橋市子供の読書活動推進計画の見直しについて 

イ 中央図書館空調設備工事設計業務委託について 

ウ 公民館改修工事に伴う公民館図書室の休室予定について 

議事３ 船橋市図書館サービス推進計画について（公開） 

 ① 令和３年度進捗状況報告 

 ② 第二次船橋市図書館サービス推進計画 

議事４ 令和３年度館内アンケート結果について（公開） 

（3）閉会宣言 

 

６ 傍聴者数 

  なし 
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１ 開会宣言 

 

 ○黒澤会長 

 では、皆様、新しい委員の方も入られたので、どうぞよろしくお願いいたします。ぜ

ひ船橋市の図書館を皆さんと一緒に励ましていきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 では、令和４年度第１回船橋市図書館協議会を開催いたします。 

 まず、本日の出欠状況について、事務局からご報告願います。 

○事務局（西図書館館長補佐） 

 事務局から、本日の出欠状況を報告いたします。 

 本日は、船橋市図書館協議会委員９名に対し、現在７名の出席をいただいております

ことから、船橋市図書館条例施行規則第 18 条第２項の規定により会議が成立しており

ますことをご報告いたします。 

 なお、渡部委員におかれましては、所用のため欠席される旨のご連絡をいただいてお

ります。また、石塚委員から、渋滞のため少し参加が遅れますということでご連絡をい

ただいております。 

 （この後、石塚委員到着され８名の出席となる） 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 次に、会議の公開及び傍聴人について、事務局から報告お願いします。 

○事務局（西図書館館長補佐） 

 まず最初に、会議の公開についてご説明いたします。船橋市情報公開条例第 26 条の規

定に基づき設置する附属機関及びこれに準ずるものの会議は、原則として公開すること

となっております。本会議もこれに基づき原則公開となります。また、船橋市附属機関

等の会議の公開実施要綱に基づき、会議終了後おおむね１週間以内に会議概要を公表し、

その後、個々の委員の発言内容を含めまして、審議経過等が明確となるように会議記録

を作成し、委員名簿も含めて市のホームページで公表いたします。このため、本日は会

議を録音させていただきますことをご了承ください。 

 続きまして、傍聴人について報告いたします。本日受付を行いましたが、傍聴の希望

はございませんでした。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 

 

 ------------------------------------------------------------------------------ 
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２ 議事 

 

○黒澤会長 

 それでは、議事に移ります。 

 本日の会議の議事は、お手元に配付した次第のとおりです。議事１としまして「令和

３年度実績について」、議事２「令和４年度計画について」、議事３「船橋市図書館サ

ービス推進計画について」、議事４「令和３年度館内アンケート結果について」とし、

この順で進めたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○黒澤会長 

 異議がないようですので、この順で進めたいと思います。 

 では、議事に入ります。 

 

議事１ 令和３年度実績について 

 

○黒澤会長 

 まず、議事１は「令和３年度実績について」です。なお、項目が①と②とありますの

で、①、②と続けて図書館から報告いただいた後、委員の皆様からの質疑応答といたし

ます。 

 では、図書館からの説明をお願いいたします。 

○西図書館利用サービス係長 

 それでは、議事１「令和３年度実績について」の①「利用状況」について、利用サー

ビス係長の唯野よりご報告させていただきます。資料はお手元の資料１－①をご覧くだ

さい。 

 令和３年度の図書館、公民館図書室等の利用状況になります。表の上にある項目を左

から説明していきます。 

 まず、開館日数は、西と東図書館が 334 日、中央、北図書館が 333 日でございます。

この日数の違いは、特別図書整理期間が各図書館で異なることによるものです。もとも

との休館日や祝日が期間内に含まれていたため、開館日数及び夜間開館日数に差異がご

ざいます。 

 次に BM（ブックモービル）です。これは移動図書館のことですけれども、258 日運行

しております。 

 小室以下の公民館図書室については、選挙に伴う休室等により日数の違いがございま

す。大穴小学校市民図書室は週３日、水曜日、土曜日、日曜日の開室のため、開室日数

が 152 日となっております。飯山満、八木が谷公民館図書コーナーは令和３年９月１日

から、松が丘公民館図書室は令和３年 12 月１日から、図書館とネットワークでつなぎ開
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室いたしました。補足ですが、飯山満公民館図書コーナーにつきましては、現在はその

蔵書は同公民館においてのみ貸し出ししておりますが、今年度中に蔵書の整備を行い、

図書館システムでの検索や他館からの予約・貸し出しができるよう準備を進めておりま

す。八木が谷公民館図書コーナーの蔵書につきましては、同様に来年度以降に順次整備

を行う予定です。 

 次に、資料点数ですが、令和３年度末の時点で、４図書館、BM、15 公民館図書室等を

合わせまして、一番下の欄にありますとおり 166 万 1,774 冊です。 

 貸出点数は、全館合わせて 276 万 9,026 冊です。 

 来館者数は、４図書館に設置しているセキュリティゲートで来館者をカウントした人

数で、116 万 4,080 人です。 

 貸出者数は、全館合わせて 105 万 9,478 人です。 

 登録者数は、全館合わせて 18 万 1,371 人、そのうち、令和３年度の新規登録者数は１

万 4,345 人となっております。 

 ２ページ目をご覧ください。項目ごとに３年間の推移を示しております。 

 「２．資料点数（蔵書）の推移」ですが、図書館、公民館図書室等の令和３年度の合

計は、前年度に比べ１万 5,230 点増加しております。 

 次の「３．貸出点数の推移」は、令和３年度全館で前年度比約 141％、81 万 5,096 点

増加しております。資料にはございませんが、コロナ禍前の平成 30 年度の貸出点数が約

271 万点ですので、コロナ禍前を超えた貸出状況となっております。 

 ３ページ目をご覧ください。 

 「４．貸出者数の推移」は、令和３年度は前年度比約 143％、32 万 1,732 人増加して

おります。 

 次の「５．新規登録者数の推移」は、令和３年度は前年度比 135％、3,751 人増加して

おります。 

 ４ページ目をご覧ください。「６．図書館の来館者数と貸出者数の比較および夜間利

用状況の推移」です。図書館全体では、令和３年度全来館者数は前年度比 154％、41 万

2,162 人増加しております。来館者のうち貸出者の占める割合は全体で 62％、夜間は

74.3％です。コロナ禍前は、貸出者よりも貸し出し以外の目的、資料の閲覧や学習スペ

ース等を利用される方のほうが若干多い傾向にありましたが、令和３年度は、感染防止

対策として閲覧席や学習席を減らしておりましたため、本を借りて自宅で読書を楽しむ

方の割合が多かったことがうかがえます。 

 その一方で、貸出点数及び貸出者数については、コロナの影響のない平成 30 年度の状

況に戻っております。その中で、全体に占める公民館図書室の貸し出し利用の割合が増

えており、その理由としましては、コロナ禍で自宅に近い施設を利用される方が増えた

こと、また、新規拠点を拡充したことなどが影響しているものと思われます。 

 以上で、議事１の①「利用状況」についての説明を終わります。 
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○西図書館長 

 では、続きまして、議事１の②「実施事業」についてご報告をさせていただきます。

資料は１－②をご覧ください。 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、８月 31 日から９月

30 日の期間、事業が中止となりましたが、それ以外の期間につきましては、参加者の皆

様に手指消毒や体温測定などにご協力をいただき、十分な距離を保てる定員としたり、

また、オンラインによる開催をするなど、感染防止対策を講じながら事業を実施いたし

ました。お手元の資料は、令和３年度に実施した事業の一覧となります。 

 １ページ目に掲載がありますものは、４図書館共通して開催したおはなし会等の事業

でございます。リサイクルブックフェアは、大勢の方がいらっしゃるということで実施

を見合わせました。 

 続きまして、西図書館の事業についてご報告させていただきます。 

 ２ページ目をご覧ください。２ページ目の表の上から３段目、ギャラリー展示の関連

講座として「研師から学ぶ！ホンモノで学ぶ！日本刀はじめて講座」を、船橋市在住の

研師を講師にお招きし開催いたしました。こちらの講座では、鎌倉時代の日本刀の実物

を手に取りながら、日本刀の歴史や鑑賞方法などを解説していただきました。 

 続きまして、同じ表の下から２段目でございます。東京子ども図書館の職員を講師に

お迎えいたしまして、子育て中の保護者向けの講演会「本のある子育て〜本よんで よ

んでもらってうれしいさん〜」を開催いたしました。一時保育も設定し、現在も子育て

中の講師に子供と一緒に本を楽しむコツなどを語っていただきました。 

 最後に３ページ目、事業の最後ですけれども、一番上になりますが、３月には「ゲー

ムが好き！英語が得意なあなたに！ゲーム・ローカライズの魅力に迫る！〜夢を応援！

図書館★ミライ図鑑 vol.3〜」ということで、こちらの事業を開催いたしました。これ

は中央図書館にもご協力いただきまして、Zoom を活用したオンライン講座でございまし

た。講師には、ソニー・インタラクティブエンタテインメントのローカライズチームの

方々をお招きいたしまして、ビデオゲームを制作する中でローカライズ作業の実際やこ

の仕事に就くきっかけなどを、これから将来を考える若い世代を対象に語っていただき

ました。ローカライズとは、海外で制作された作品を、日本の文化などに照らし合わせ

てプレイしやすいようにせりふ等を翻訳する作業のことでして、近年英語を活用する作

業として注目を集めております。この翻訳の作業には、日本語の大辞典等様々な辞書や

関連する資料を調査することが重要なプロセスとなっておりまして、図書館との親和性

も高い分野となってございます。対象を 15 歳以上から 35 歳以下と設定いたしまして、

多くの方々にご参加いただきました。 

 ５ページをご覧ください。⑧の「その他事業」でございますけれども、インターネッ

ト上のツイッターを活用したイベントも開催いたしました。夏休みと冬休みの時期に合

わせまして、「ツイッターで！図書館 DE ゲーム部」と題しまして、それぞれのお題に合
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う文章を手持ちの本から抜き出して投稿してもらうという事業でございます。「いいね」

の数が多かった投稿をチャンプとして発表させていただきまして、チャンピオンの方の

出典本は西図書館の YA コーナーにも紹介、ポスター掲示をいたしております。 

 最後に、ギャラリーの展示についてでございます。資料の６ページをご覧ください。

表の上から２段目、こちらに「文豪・佐藤春夫と太宰〜船橋時代に出会った師弟〜」と

記載がございますが、こちらの展示会を開催いたしました。令和元年度に開催いたしま

した太宰治の生誕 110 年の記念の展示会がございましたが、そのリバイバル展として開

催をしたものでございまして、今度は太宰の師である佐藤春夫にスポットを当てて展示・

解説を行いました。今回も実践女子大学にご協力をいただきまして、以前、太宰展で展

示した４メートルの佐藤春夫宛ての書簡をまた展示させていただくなどしたものでござ

います。ご覧いただいた方にお薦め本の投稿をしていただきまして、大変多くの投稿を

いただいたものでございます。 

 西図書館からは以上でございます。 

○中央図書館長 

 中央図書館の矢野です。よろしくお願いいたします。 

 中央図書館の令和３年度に実施した事業につきまして、ご説明させていただきます。 

 子供向け講座といたしまして、環境講座「地球温暖化と 1.5℃目標」。同じく小学校

１年生から３年生の低学年、４年生から６年生の高学年を対象とした「調べる学習講座」

を行っております。また、大人向けの調べ学習講座といたしまして「船橋探偵団」。集

まっての講座も難しいため、東邦大学と連携のオンライン講座「海の豊かさを守ろう！」。

また、昨年度も人気がありました「シニア向け IT 講座～今よりもっと LINE を使いこな

してみませんか～」。また、「回想サロン〜昭和 30 年代編〜」といたしまして、当時の

社会情勢や生活をテーマにしたクイズに答え、新聞記事やニュース映像を見ながら振り

返り、参加者同士語り合う場所を講座として提供しております。また、お気に入りのぬ

いぐるみと一緒に図書館でおはなし会に参加し、その後、ぬいぐるみだけ図書館にお泊

まりして図書館を探検する。その様子を写真に撮りアルバムを作成しお渡しする「ぬい

ぐるみおとまりかい」というものを実施しております。 

 中央図書館は以上です。 

○東図書館館長代理 

 本日、東図書館館長の杉山が不在のため、加藤が代理を務めさせていただきます。 

 東図書館ですと、令和３年度に実施した事業は、「シニア向け ICT 講座」に始まり、

「読み聞かせボランティア育成講座」や「パパママ向け読み聞かせ講座」、「歴史散策」

など、幅広い世代に向けて様々な事業を行いました。中でも「大人の塗り絵講座」が人

気で、次回開催を望む声が多かった事業になります。令和３年度には「親子コミュニケ

ーション講座」や「プログラミング体験ワークショップ」など、親子向け講座を予定し

ておりましたが、令和４年度に延期しての開催予定となっております。 
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 東図書館からは、以上になります。 

○北図書館長 

 北図書館の有田です。 

 令和３年度は９月に発令された緊急事態宣言の期間を除きまして、新型コロナウイル

ス感染拡大防止策を徹底した上で大半の事業を実施することができました。 

 「パパママ向け読み聞かせ講座」は、昨年度に引き続き Zoom を使って開催いたしまし

た。オンライン開催のため他人との接触を回避できるほか、小さなお子さんが騒いでし

まうのではないかと心配する保護者の悩みも解決でき、気軽に参加できると参加者から

も好評でした。 

 また、読売新聞東京本社より山本淳一記者を講師にお招きし、昭和 40 年代の新聞記事

やニュース映像を振り返り、参加者同士当時のことを語り合う「回想サロン〜昭和 40 年

代編〜」を実施しました。昔の思い出を語ることで認知機能が活性化し、認知症予防に

も効果がある回想法を用いたレクリエーションで、参加者からは、予定していた１時間

では短く、もっと長くやってほしいという声が上がりました。 

 北図書館は以上です。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの議事１「令和３年度実績について」、図書館の報告に対する質問等を伺い

たいと思いますが、委員の皆さんから何かご質問ありますでしょうか。 

○大槻副会長 

 最初の利用状況のところの「２．資料点数（蔵書）の推移」で、令和元年度から３年

度までの数字が出ていますが、それを見ますと結構減っている部分が多いんですね。素

人としましては、本はどんどん増えていくものというイメージがございますが、減って

いるところが結構多いので、その辺の理由をお聞かせいただければと思います。２ペー

ジ目の「２．資料点数（蔵書）の推移」というところの表になります。 

○西図書館利用サービス係長 

 蔵書の推移についてですが、令和元年度から２年度に移行する際に、北図書館にある

共同書庫の資料を、それまではそれぞれの所蔵館の点数としていたところを、共同書庫

を持つ北図書館の蔵書に移管したことによるものです。そのため、全体としては減って

いないのですが、それぞれの館の点数を見ると減っている館がございます。 

○大槻副会長 

 ありがとうございます。ということは、令和２年度までは、北図書館の共同書庫に預

けていたものに関しては、それぞれの図書館の蔵書としてカウントしていたということ

で理解してよろしいですか。 

○西図書館利用サービス係長 

 令和元年度までです。 
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○大槻副会長 

 分かりました。ありがとうございます。 

○黒澤会長 

 ほかにご質問はいかがでしょうか。 

 

議事２ 令和４年度計画について 

 

○黒澤会長 

 では、議事を進めさせていただいて、また途中でも最後でもご意見がありましたら伺

うことといたしまして、続きまして、議事２「令和４年度計画について」の議事に入ら

せていただきます。 

 議事２につきましても、項目が①から③とありますので、全て続けて図書館から報告

いただいた後、議事２全体として委員の皆様からの質疑応答といたします。 

 では、図書館から説明をお願いします。 

○西図書館総務係長 

 西図書館総務係長の北村と申します。 

 議事２「令和４年度計画について」の①の項目、令和４年度予算の概要について、私

から報告させていただきます。 

  

 それでは、本日お配りしました資料２－①をご覧ください。こちらの資料は、市の全

体的な予算のうち教育費、そのうち図書館費の詳細という形で一覧にしたものです。こ

ちらに沿ってご報告させていただきます。 

 まず表の一番上、「１．市の予算」です。令和４年度船橋市の全会計及び一般会計、

特別会計、企業会計の各会計の内訳です。このうち、一般会計予算に教育費が含まれて

おります。「２．教育費」の表で表記しておりますとおり、教育費は 245 億 7,490 万円、

教育費のうち図書館費は８億 89 万円の計上となっております。割合で表しますと、一般

会計予算のうち教育費は約 10.7％、教育費のうち図書館費は約 3.3％となっております。 

 次に、今年度の図書館費予算の内容につきましては、「３．図書館費（科目別内訳）」

として、内訳と主な予算執行の内容を表しております。 

 最初に、図書館資料購入費についてでございますが、表の中で色つけをしている部分

になっております。事業名「図書館管理運営費」のうち、科目の 10 番「需用費」の「消

耗品費」のうち「図書資料購入費」、「視聴覚資料購入費」、「逐次刊行物購入費」、

そして、下のほうに行きまして、科目の 17 番「備品購入費」の「図書資料購入費」、こ

れらの合算が図書館資料購入費となります。令和４年度の図書館資料購入費は、１億

1,548 万 5,000 円を計上しており、前年度と比べほぼ同等の額を維持できております。

また、一番下の表は、図書館資料購入費の館別及び年度での推移を令和元年度から示し
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たものになります。 

 続きまして、図書館費のうち資料購入費以外の主なものをご説明いたします。図書館

費の半分以上を占めるのは、中央・東・北図書館の指定管理料となります。科目として

は委託料での計上になっているため、事業名「図書館管理運営費」の 12 番「委託料」、

内訳は「指定管理者委託料」としております。こちらは年度当初で４億 5,000 万円の計

上をしております。図書館費の約 56％を占める予算となっております。 

 そのほか、今年度新たな予算として計上したものとしまして、１つ目は、子供の読書

活動推進計画の見直しに係るアンケート調査を実施するための経費、表で表しますと 10

番の「需用費」、11 番の「役務費」に含まれており、合わせて 11 万 5,820 円を計上し

ております。こちらの実施自体の概要につきましては、この後の議事の項目となってお

ります主要な施策の説明の中でさせていただきます。 

 新たな予算として２つ目は、中央図書館の空調設備改修工事を行うための設計業務委

託料を計上いたしました。こちらは、表の中の「図書館費」の一番下、事業名「図書館

整備費」の科目「委託料」に 820 万円を計上しております。こちらについても、内容の

概要につきましては、今年度の主要な施策の説明の中でさせていただきます。 

 そのほか、引き続き、図書館サービスの提供を行う際に必要な経費、施設の管理維持

に係る経費、図書館システムの管理運営に係る経費等、経常的に必要な経費を中心に、

今年度も予算を計上しております。引き続き、限られた予算の中で適正に予算を執行し

てまいりたいと考えております。 

 以上で、令和４年度予算の概要についての説明を終わります。 

○西図書館長 

 続きまして、議事２の②としまして、令和４年度の計画事業についてご説明申し上げ

ます。ただいま追加の資料、図書館の今年度のカレンダーをお配りさせていただいてお

ります。少々お待ちくださいませ。 

（カレンダー配付） 

○西図書館長 

 今、カレンダーをお配りいたしましたが、今年度につきましても、毎月第２木曜日と

月末の最後の月曜日を休館日とさせていただいております。 

 11 月につきましては、各館４図書館の休館日が分かれておりますけれども、月末最終

月曜日の休館日が 28 日と重なった場合には、公民館との複合施設である東図書館、北図

書館につきましては、公民館の開館日に合わせております。28 日が施設予約の日で開館

するということですので、図書館もそれに合わせて 28 日は開館し、代わりに 21 日を休

館日としております。 

 また、2 月ですけれども、おととしまでは一斉に４館閉じて図書整理を行っておりま

したが、昨年度に引き続き４館別々に図書整理を行いまして、全館休館ということがな

いようにやっていきたいと思っております。 
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 カレンダーについては以上でございます。 

 それでは、資料の２－②をご覧ください。今年度もいろいろな計画事業がございます

けれども、感染症の状況によりましては、各館とも事業の入替え等や変更となる可能性

がございますことをご了承いただきたいと思います。 

 まず１ページ目でございますが、こちらは令和４年度の計画事業の一覧、各館の共通

の事業でございます。表の右側に「催し物以外の事業・補足等」と記載がございますけ

れども、先ほど少し出ました、子供の読書活動推進計画のアンケートを実施するという

記載がございます。また、令和２年度と令和３年度には感染症のため中止となっており

ました「船橋市図書館を使った調べる学習コンクール」、今年度は第２回目として開催

を予定しております。そして、リサイクルブックフェアです。８月に予定しております

が、今年度は感染対策をしっかり取って、３年ぶりに開催したいと思っております。 

 １枚めくっていただきまして、２ページ目をご覧ください。今現在、西図書館のギャ

ラリー展示では、船橋市立船橋高等学校の吹奏楽部の実話を元にした「20 歳のソウル」

の映画公開に合わせまして、船橋をロケ地とした映画やドラマ等を紹介する展示を開催

してございます。 

 そして、３月から始まりまして６月で終了した事業でございますが、「不思議の国の

アリスとことば遊び展」という事業を、作者のルイス・キャロル生誕 190 年を記念して

開催いたしました。それに合わせまして、関連講座としてルイス・キャロル協会の会長

を講師にお招きし、「英語で楽しむ『不思議の国のアリス』の世界」と題して講座を開

設催していただきまして、どちらも非常に好評を得たところでございます。 

 そして、来月８月ですけれども、先ほど少しご紹介させていただきましたが、ゲーム・

ローカライズの講座の続編として事業を実施する予定で、今回も中央図書館と連携して

オンライン講座を開催する予定となってございます。今回もまた若い皆様に参加してい

ただけるように、15 歳以上の方ということで広報して、募集も始めて参加者も募ってい

るところでございます。 

 その他いろいろ記載がございますが、後でご覧いただけたらと思います。 

 西図書館からは以上でございます。 

○中央図書館長 

 それでは、中央図書館からご説明させていただきます。 

 こちらのほうは終了してしまったのですが、「おばけずかんの宮本えつよし先生と！

オリジナルおばけをつくろう！！」という講座を開催いたしました。中央図書館の多目

的室ですと狭いためコロナ対策が十分に取れないということで、隣の勤労市民センター

の会場をお借りしまして、小学校低学年の親子 20 組の方をお招きして行いました。お子

様にビニール袋で楽しいおばけをつくっていただきまして、その後、中央図書館のメイ

ンホールにおいて作成したおばけを展示しました。 

 それから、図書館を使った「第２回大人のための調べる学習講座」を開催いたします。
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また、中央図書館課題解決サービスとしまして、「ビジネス支援講座」の一環として「ビ

ジネス文章力向上講座」、また「バリアフリー映画会」等を今年度は計画しております。 

 中央図書館からは以上です。 

○東図書館館長代理 

 東図書館からになります。 

 令和４年度も幅広い世代に向けての事業を行うとともに、子育て支援サービスの一環

として親子でも参加できる講座やワークショップの実施を予定しております。講座によ

っては、子育て世代の方が安心して参加できるように一時保育も予定しております。 

 以上になります。 

○北図書館長 

 北図書館から申し上げます。 

 令和４年度は生物多様性をテーマに、ふなばし三番瀬環境学習館と共催事業を計画し

ており、７月下旬にはカニとヤドカリを図書館に持ち込んでいただき、子供たちを対象

としたワークショップを計画しております。また、令和４年度からルーラル電子図書館

を北図書館では導入しており、提供元である農山漁村文化協会から講師をお招きして、

「野菜づくりのコツと裏ワザ講座〜『ルーラル電子図書館』の使い方」を実施し、北図

書館の課題解決サービスである緑の情報サービスの強化を図ります。 

 北図書館からは以上です。 

○西図書企画事業係長 

 西図書館企画事業係長の岡本と申します。私からは、議事２、③「主な施策等」の「ア  

三次船橋市子供の読書活動推進計画の見直しについて」をご報告いたします。 

 第三次船橋市子供の読書活動推進計画は、子供が読書の楽しさに気づき自ら読書を楽

しむ環境づくりを目的として、平成 31 年２月に策定いたしました。計画の期間は令和元

年度から令和７年度までの７年間となっておりますが、３～４年をめどに、計画の達成

状況、社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて内容の見直しを図るとしております。

令和４年度が見直しを検討する基準の年となることから、本計画の達成状況を分析する

ため、今年度、子供の読書に関するアンケート調査を行います。 

 調査期間は 11 月のうち３週間程度を想定しており、調査方法としては、市立小中学校

の全校と市内の高校に児童生徒へのアンケートの配付及び回収を依頼いたします。市内

の高校につきましては、市立船橋高等学校とほか３校程度を想定しております。 

 調査対象は特別支援学校も含みます。また、未就学児につきましては保護者宛てに無

作為抽出でアンケートを送付し、返信用封筒で回収するとともに、図書館ホームページ

での回答も可能とする予定です。 

 アンケートは今年度中に集計分析を行い、令和５年度にアンケート結果、令和４年度

の事業の進捗状況を確認し、適宜個別事業の見直しを行います。なお、第三次子供の読

書活動推進計画の期間は令和７年度までとなっておりますので、第四次策定に向けまし
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て令和６年度に同様のアンケート調査を行う予定です。 

 以上、議事２、③「主な施策等」の「ア 第三次船橋市子供の読書活動推進計画の見

直し」の報告を終わります。 

○西図書館総務係長 

 西図書館総務係長の北村と申します。 

 続きまして、議事２「令和４年度計画について」の③「主な施策等」のうち、「中央

図書館空調設備改修工事設計業務委託について」報告いたします。 

 特に資料はございません。先ほど今年度予算の概要の説明の中で触れましたけれども、

中央図書館の空調設備改修工事を行うための設計委託業務を今年度執行いたします。 

 現在の中央図書館は、平成 12 年に複合ビルのライブ 2000 の２階、３階部分に移設開

館しまして、20 年が経過いたしましたけれども、特に空調設備の老朽化が顕著になって

きており、不具合が多く発生しております。これまでも都度部品交換等の修繕で対応し

ておりますが、ここ最近では応急的な処置という形にすぎず、今後、同様の事案の発生

がますます懸念されることから、空調設備全体の改修・更新工事を計画するに至りまし

た。 

 実際の工事に向けて、まずは、工事の内容について具体的にどの部分をどのように更

新するのか、工事に当たってどのような作業が発生するのか等、今年度はそうした工事

の内容を決定するための設計について業務委託するものになっております。 

 今年度のこの設計成果物を基に、来年度以降、実際の空調設備改修工事の予算化を行

うこととなります。実際の改修工事はこの予算化をもって進めていくこととなりますが、

改修工事となった場合は、現段階では工事に伴う休館期間が数か月単位で予定されてお

ります。ただ、現段階では不確定な部分でございますので、確定し、お知らせできる段

階になりましたら、報告させていただきたいと考えております。 

 以上で、議事２の③のイについて報告を終わります。 

○西図書館利用サービス係長 

 西図書館利用サービス係長 唯野でございます。 

 続きまして、議事２の③のうち、「ウ 公民館改修工事に伴う公民館図書室の休室予

定について」ご報告させていただきます。 

 令和４年度は、２か所の公民館図書室が大規模改修工事のため休室となります。まず、

海神公民館図書室が令和４年９月から令和５年２月末まで、高根台公民館図書室が令和

４年 11 月から令和５年１月末までの期間、休室を予定しております。なお、海神公民館

図書室の休室期間中は、公民館の駐車場に移動図書館のステーションを設置し、２週間

に一度のペースで移動図書館の巡回を行う予定でおります。また、高根台公民館図書室

につきましては、現在、移動図書館ステーションの設置を検討しているところでござい

ます。休室期間中はご利用者様に大変ご不便をおかけしますが、ご理解いただくよう周

知に努めてまいります。 



－13－ 

 

 以上で、議事２の③のウの報告を終わります。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの議事２「令和４年度計画について」の各項目の報告について、質問等はご

ざいますか。 

○中原委員 

 「一番星プラン」の三次が行われていますね。それを実施していくに当たって、公民

館としては生涯学習の大きな役割を担っているのだろうと思います。二次から三次に大

きく変わったというのが市の広報でも何回もうたわれていて、どう変わったのかなと僕

らは関心を持って見させていただいていますが、図書館としては一次、二次と大きな成

果を上げてきていると思います。今度、三次に変わったと。延長ではなくてステップア

ップしていくということも市民に伝わっていると思いますが、どういうふうに令和４年

度から、去年からかもしれませんけれども、こういうふうに変えようとしてこうやって

いる。だから予算はここに力点を置いているとか、こういう企画をやっているとか、ア

ンケートもそれを確認するためのアンケート項目をつくっていると。いわゆる「一番星

プラン」の大きな変革の時期に来て、図書館としてどういうふうにこれから動いていこ

うとしているのか。それをどういうふうに仕掛けて、どういうふうに評価していこうと

しているのか、予算化しているのかというのがお聞きしたいことです。 

○西図書館長 

 西図書館館長です。 

 昨年度からこの場でご説明させていただいているとおり、個別計画である図書館の計

画につきましては第二次ということで、具体なアクションプランというものがあります

が、それについてはこの後ご説明させていただく予定です。 

 「一番星プラン」も今年度から第三次ということで策定されて、図書館の計画も第二

次ということで、今年度ちょうど切りよく、一緒に新たな計画としてスタートさせてい

ただいています。一番星の中では、図書館だけではなくて各生涯学習施設とともに、デ

ジタルデバイドの対策ですとか、各種相談業務、図書館であれば調べ方、公民館であれ

ばまた違ったものということで、相談業務に力を入れましょうということです。あとは、

多文化ということで日本語を母国語としない方、ハンディキャップをお持ちの方、いろ

いろな方に対して優しい社会教育施設であるべきだろうということで、図書館も事業計

画の中に入らせていただいて全体として進捗管理しております。 

 一番星の中では、子供の読書活動の推進計画についても、推進しますよということで

実施事業の中にざっくりと入れてもらっていますし、図書館サービス推進計画について

も、図書館サービス全体を推進していくという項目を一本立ててもらっていますので、

個別計画はありつつも、船橋市の生涯学習施策として、計画の中にも図書館としてある

べき姿を部分部分に入れてもらっていると思っております。 
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 図書館で具体にどのようにやっていくかというのは、図書館の個別計画であったり、

この船橋市図書館協議会でいろいろご報告させていただいてご意見をいただき、そうい

ったものに基づいてよりきめ細かく図書館の部分についてはやっていきたいし、生涯学

習という視点も忘れずに、図書館だけという視点にならずにやっていくことが大切では

なかろうかと思っております。 

○中原委員 

 やはりマスタープランなどで項目をしっかり立てて一歩一歩行かないと、時の流れが

速くて、振り返ったらということにならないように。市としてはいいプランを一生懸命

立てられたと思います。だから、今までの図書館も立派、その延長も大切。だけど、新

たなものも入れて、それは真剣に考えないと決してちゃんとしたものにならない。どん

な社会でも計画をしっかり苦労してつくって、一歩一歩やることが非常に大切なことだ

と思うので、おいおいそういう報告も伺わせていただきたい。そういう角度からこうや

ってアプローチしていますというのを聞かせていただくとありがたいなと思っています。 

○西図書館長 

 ありがとうございます。 

○黒澤会長 

 ほかに何かご質問等ありませんでしょうか。 

○大槻副会長 

 令和４年度の計画事業一覧ということで、それぞれにすばらしい計画がいっぱいあっ

て楽しみだなと思っているのですが、二、三、質問がございます。 

 まず、１ページ目です。リサイクルブックフェアが今年度は開始できそうだというこ

とです。令和２年、３年は中止だったということですけれども、令和２年、３年に中止

だった部分の本というのは、今年、３回分出るのでしょうか。 

○西図書館利用サービス係長 

 例年、皆さんがお持ちいただく数を大体把握していますので、開催を中止した２年分

全てお出しするというわけではなく、例年どおりです。なお、これまでは１人 10 冊まで

としておりましたが、今年は 20 冊に増やす予定です。 

○大槻副会長 

 ありがとうございます。 

 それから、４図書館それぞれに「読み聞かせボランティア養成講座」のような名前が

ついているものが出ています。その対象となる方というのは、今までにも何年か続けて

いらっしゃいますけれども、毎回新しいメンバーを対象とするのか、それとも今まで受

けた方も再度受けることができるのか、その辺をお聞かせください。 

○西図書企画事業係長 

 西図書館と中央図書館に関しては初心者向けということで想定しておりまして、今ま

で西図書館は３年間続けていたので、同じような形で実施する予定になっております。
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北図書館と東図書館はどなたでも参加可能ですので、今活動されている方で勉強したい

という方がいらっしゃったら、参加していただいてという形になっております。 

○大槻副会長 

 それぞれの図書館の講座は似たり寄ったりのものでしょうか。それとも、それぞれの

図書館で中身が違うといいますか、どういう方向で考えていらっしゃるのか。同じテー

マなのか、それともいろいろあるのか。どこかでは紙芝居の講座があったりということ

でしたが、その辺りはいかがでしょうか。 

○西図書企画事業係長 

 中央図書館と西図書館に関しましては、新しい方を育てていきたいということで、例

年同じような内容で開催させていただいております。東図書館と北図書館に関しては、

ボランティアさんからのご意見で、童謡とか紙芝居の講座があってもいいのになという

お声をいくつかお聞きしましたので、それを意識して開催していただいているところで

ございます。 

○大槻副会長 

 私も読み聞かせ等に関係していますので、その辺の講座があるととても皆さん助かり

ますし、大いに参加したいと思っています。ありがとうございます。 

○黒澤会長 

 ほかに委員の皆様、ご意見等いかがでしょうか。 

 では、私から。蔵書点検を館ごとにずらしていただいて、また引き続きということな

ので、ありがとうございます。前回やっていただいて特に支障はなかったでしょうか。

それぞれの館でずらしてやっていただいて支障はなかったでしょうか。 

○西図書館利用サービス係長 

 初めて４館ずらして行いましたが、特に混乱はなく実施できました。利用者からは、

これまで全館一斉の休館は不便とのご意見をいただいておりましたので、今回は休館中

でもほかの図書館は開いているというご案内をすることができました。 

○黒澤会長 

 どうもありがとうございます。すごく蔵書数が多いですが、「YOMMON（ヨムモン）」

とか新しい助っ人の機械が導入できて、職員の方たちの負担は少し減ったのかなと思っ

ております。さくさく使えたでしょうか。 

○西図書館利用サービス係長 

 以前は１冊ずつバーコードを読み込む作業をしていましたが、今はＩＣタグを読み込

む機器で、さーっと本を外側からなぞるだけなので、かなり作業効率は上がっています。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 もう１点。東図書館で、子育て支援を行うということで計画にありますけれども、昨

年度まで学校連携本部を立ち上げていらして、それは引き続き立ち上げたまま学校連携
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のほうにも力を入れていくということで認識してよろしいでしょうか。 

○東図書館館長代理 

 はい。（※注） 

○黒澤会長 

 よろしくお願いします。ほかに何かご質問ありませんか。 

 

※注 学校連携本部という形式ではなく、令和４年度から学校連携担当館として同様の取り

組み（学校司書研修の講師派遣等）を行っている。 

 

議事３ 船橋市図書館サービス推進計画について 

 

○黒澤会長 

 では、次に進ませていただきたいと思います。議事３「船橋市図書館サービス推進計

画について」に入りたいと思います。 

 議事３につきましても、項目の①と②を続けて説明していただいた後、議事３全体と

して委員の皆様からの質疑応答といたします。 

 では、図書館からの説明をお願いいたします。 

○西図書館企画事業係長 

 西図書館企画事業係長の岡本と申します。私から、議事３「船橋市図書館サービス推

進計画について」をまとめてご報告いたします。 

 船橋市図書館サービス推進計画は、市民の読書機会を提供する施設として、その機能

やサービス体制の充実を図っていくこと、地域の情報拠点として、市民の「読みたい・

調べたい・学びたい」に応えることの２点を目指しておりまして、平成 24 年度から 33

年度（令和３年度）までの計画となっております。なお、令和４年３月には第二次船橋

市図書館サービス推進計画を策定しております。 

 旧計画である船橋市図書館サービス推進計画は、図書館のサービスに直接関わる部分

を「図書館サービスの推進」、公民館図書室の充実などサービス拠点の整備を「図書館

の再整備とネットワークの拡充」、市民との協働や図書館以外の部局との連携が必要な

事業について「読書機会の推進」として、３つに分類した上で、ａからｓまでの 19 の個

別事業を展開しております。そちらの旧計画に関する資料が、お配りしました資料３－

①です。図書館サービス推進という文言が一番上に載っている資料です。 

 なお、平成 29 年度の第４回図書館協議会において、この 19 ある個別事業ごとに実施

状況及び実施のための方策を、毎年度、図書館協議会に報告させていただくことになっ

ております。 

 また、こちらの旧計画の成果につきましては、第二次船橋市図書館サービス推進計画

を策定する際に、達成状況、課題を整理し、継続すべき事業は新計画のアクションプラ
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ンに引き継いでいることを申し添えます。 

 それでは、本日、第二次船橋市図書館サービス推進計画の本表をお持ちいただいてい

るかと思いますが、そちらをお手元にご用意していただいてもよろしいでしょうか。も

しお持ちでない方がいらっしゃったら、予備がございますので。 

 まず、６ページ目をご覧いただけますでしょうか。 

 こちらのページの一番上のところに、船橋市図書館サービス推進計画と市の上位計画

の関係性について記載がございます。先ほどお話に出ておりました「一番星プラン」は、

青色の項目の上位計画の右端に、「第三次船橋市生涯学習基本構想・推進計画」という

ことで「ふなばし一番星プラン」があります。その上に「第３次船橋市総合計画」があ

るという形になっておりまして、それぞれの上位計画に基づく形で第二次船橋市図書館

サービス推進計画が策定されております。それぞれの計画と整合性を持たせながら、図

書館サービス推進計画の個別計画がつくられております。 

 それでは、17 ページをご覧ください。こちらが旧計画の事業区分別の達成状況を示し

た表になっております。ずっとめくっていただいて 19 ページまで、それぞれの項目に対

して、達成されたもの、新計画に引き継ぐものという形で整理をさせていただいており

ます。 

 26 ページ目をご覧ください。こちらは「課題の整理」という形で、それぞれ旧計画か

らの継続事業や、市民意識調査に関連するものから課題を洗い出しまして、新計画の施

策に反映しているという説明をしている表になっております。 

 新計画につきましては、目指すべき図書館像（グランドビジョン）を「市民の『読み

たい・調べたい・学びたい』に応える地域の情報拠点」とし、４つの基本的運営方針の

下に８つの施策を策定しております。こちらにつきましては、後ほどご説明いたします

ので、まずは旧計画の実施状況について簡単に説明させていただきます。 

 お手元の配付資料の、資料３－①に戻っていただけますでしょうか。 

 こちらの資料につきましては、旧計画の個別事業ごとに実施した内容を記載しており

ます。年次⑧以降は、元号を令和に変更しております。 

 事業ごとの達成状況の整理は、先ほどお話ししましたとおり、第二次船橋市図書館サ

ービス推進計画にて行っておりますので、そちらもご参照いただくこととして、こちら

の資料の詳細説明については割愛させていただきたいと思いますが、主な成果として、

３ページ目の「ｃ）レファレンスサービスの充実」をご覧ください。 

 こちらの事業は、第二次船橋市図書館サービス推進計画に継続する事業としておりま

す。令和３年度の項目をご覧ください。右下の⑩令和３年度の表になります。 

 令和３年度は、船橋市のレファレンス事例をレファレンス協同データベースに登録す

るとともに、インターネット公開を開始いたしました。また、郷土資料に関するパスフ

ァインダーを新たに作成し館内で配布するとともに、船橋市図書館ホームページにて公

開しております。 
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 それ以外の項目については、お時間もありますので、今回は割愛させていただきます。

後ほどご覧いただければと思います。 

 続きまして、第二次船橋市図書館サービス推進計画についてご説明したいと思います。

資料３－②の「第二次船橋市図書館サービス推進計画 アクションプラン（令和４～８

年）」と上部に記載しております資料をご確認ください。こちらは、先ほどご説明いた

しました第二次船橋市図書館サービス推進計画の個別事業、アクションプランの評価方

法、目標及び実施内容、成果指標等をお示しした資料になります。 

 まずは、評価内容についてご説明いたします。資料の１ページ目をご覧ください。評

価は、第二次船橋市図書館サービス推進計画の 30 ページから 38 ページに記載しており

ます第４章のアクションプランに沿って実施する取組内容と、成果指標等の達成度に基

づきまして、令和４年度から８年度の計画前期において、船橋市図書館のサービスにつ

いて毎年評価を行います。 

 続きまして、「評価の基準について」という項目をご覧ください。評価については、

８つの施策について、取組内容と目標値の達成度を総合してＳからＣの４段階の評価を

行います。Ｃとなった施策については、原因の分析とともに取組内容、指標の見直しを

適宜行っていきます。 

 第二次船橋市図書館サービス推進計画の本表の 31 ページをご覧いただけますでしょ

うか。こちらは、第二次船橋市図書館サービス推進計画の基本的運営方針と、その下に

立てられております施策の体系図となっております。こちらを見ながら、個別計画につ

いて説明させていただきたいと思います。 

 資料３－②の２ページ目をご覧ください。２ページ以降に施策・取組内容と成果指標

の詳しい内容をお示ししております。 

 まず、基本的運営方針１「市民の『調べると学ぶ』をサポートする図書館」について

です。 

 施策１「課題解決支援サービスの充実～読書と学びの支援～」、こちらの取組といた

しましては、課題解決支援サービスの周知と、専門性、市民の要求に応えられるレファ

レンス能力を備えた職員の計画的育成を実施いたします。成果指標としては、課題解決

支援講座等の参加者のアンケートによる受講満足度の割合、レファレンス件数、また図

書館サービスに関する研修の年間参加延べ人数を目標として挙げております。 

 続きまして、施策２「多種多様な資料の収集と蔵書の構築」でございます。こちらで

は、蔵書の維持と更新、資料保存のための書庫管理を実施いたします。成果指標として

は、開架に占める新規図書比、こちらの新規図書につきましては、購入資料だけでなく

寄贈資料等も含んでおります。令和３年度の実績を基に、開架資料の鮮度を測っていく

指標となっております。 

 ３ページをご覧ください。施策３「情報提供方法の多様化」では、ハンディキャップ

サービスの周知、デジタルデバイド対策講座の実施を行います。成果指標は、それぞれ
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の講座実施回数としております。 

 続きまして、施策４「新しい生活様式に対応した読書環境の整備」です。こちらは、

拠点機能の充実、電子書籍の活用促進として、成果指標を電子書籍サービスの貸出点数

としております。 

 次のページをめくっていただいて、次から、基本的運営方針２「学びの成果を活動に

つなげる図書館」となっております。こちらでは、施策５として「市民との連携による

サービス」を掲げ、取組として、ボランティアとの連携の強化、市民と図書館との協働

事業の推進を実施いたします。成果指標は、読み聞かせボランティア入門講座受講者の

活動実績と受講者数、図書館と市民が連携し企画・実施した事業の回数としております。 

 続きまして、基本的運営方針３「船橋の文化を育み、まちづくりを支える図書館」と

して、施策６「船橋の歴史・情報の収集、発信」を掲げ、郷土資料の収集・整理・保存

と、ホームページ等を活用した郷土に関する情報発信の実施を行います。成果指標は、

郷土資料の蔵書数前年度比増と、図書館ホームページの郷土資料室のページの更新等の

情報発信回数としております。 

 続きまして、次のページをめくっていただいて、施策７「行政の情報拠点」です。こ

ちらでは、行政情報の提供と行政支援サービスを実施いたします。成果指標は、行政各

部署や関連団体との連携事業実施回数としております。 

 なお、施策８「子供の読書活動推進計画の推進」につきましては、「第三次船橋市子

供の読書活動推進計画」にて進捗管理を行います。 

 これらの取組内容と成果指標を基に、令和４年度以降、毎年度、図書館サービスの評

価を行いまして、こちらの図書館協議会で報告させていただきたいと考えております。 

 以上、長くなりましたが、議事３「船橋市図書館サービス推進計画について」の報告

を終わります。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 ただいまの議事３「船橋市図書館サービス推進計画について」、各項目の報告につい

て質問等を受けたいと思います。何かご意見、ご質問はありますでしょうか。 

 中原委員、どうぞ。 

○中原委員 

 グランドビジョンでは「読みたい・調べたい・学びたい」と。「読みたい」というの

は、昔から図書館法その他も含めて、リストアップのときに番号が一番上になったり３

番だったりしているのでしょうが、本の基本的なものだと思うのです。 

 ところが、基本的運営方針になると、「調べると学ぶ」をサポートすると。「読みた

い」人たちをもっともっと図書館に来てもらって、「あ、面白い」というためにどうし

ていくのかということが今こそ大切。昔から大切だったでしょうけれども、人生 100 年

ということで、女の人は 100 年生きちゃう。そうすると、子育てが終わって、さあ、や
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ろうかといってから 10 年、20 年、30 年という自分の人生を充実させていく。その一つ

の大きな手段が図書館だろうと思うのです。 

 ですから、調べるとか、専門家を置いてどうするとか、ネットを使って調べることを

教えるとか、それも今の時期大切なことだと思うので、挙げていることは非常にいいと

思うのですが、「読みたい」という人たち、図書館には今まで仕事をしていて来たこと

がないというような人たちをどのように振り向かせて、こういう楽しみがあるんだ、図

書館に来て本を読むというのは、こんなに楽しいんだと。やったことのない分野、理科

系の人がゴーリキーを読んだらすばらしかった。こんな世界があったのかというのがあ

るわけです。算数しかやっていなかったと。 

 だから、「読みたい」というのをどうやって市民の中に、これも生涯学習といって「学

習」なんていう言葉がついていて、お勉強みたいな意味があるのでしょうが、今言われ

ているのは、かなり広く、これから楽しく生きていくためにはというふうに解釈される

言葉になってきているわけで、その言葉にのっとって、図書館に今まで来たことのない

人たちに、「図書館というのは、こんなにいっぱいいろいろな本があって楽しい」とい

うのをどうやって伝えていくか。 

 子供に対してはずっと歴史もあり、実績もあり、過去の経験からもう一歩よくしよう

というスケジュールは出しやすいと思います。だけど、生涯学習をやるということにつ

いては、本気で考えて取り組んでいっていただきたい。僕はＯＢになって、「本という

のは面白いな」と思うようになってきているんです。そういうおじさんとかおばさんは

いっぱいいると思います。 

 本を読むというのはいろいろな意味で楽しい。お勉強ばかりではないと。知識があっ

て役に立つとか立たないとかというのも大切なことですけれども、楽しい、読みたい、

これにもっと意を払って、計画をつけ加えて実務の中でやっていただきたい。 

 生涯学習というのは市民大学でも授業がありますね。生涯学習コーディネーターの学

科みたいなものが。決して図書館だけが生涯学習をやる話ではないと思います。図書館

は図書館、市民大学は市民大学、公民館は公民館、別ですというような話じゃないです

し、生涯学習については、市民にとってはどれでも同じものです。だから、よく連携を

とって、一緒になって生涯学習をどうしていくかということを、ぜひこれから二次計画

の中で実務でやっていってほしいというお願いです。 

 以上です。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 ほかの方からのご意見、何か。 

 では、時間もないので、次に進ませていただきます。 

 

議事４ 令和３年度館内アンケート結果について 
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○黒澤会長 

 議事４に参ります。「令和３年度館内アンケート結果について」の議事に移らせてい

ただきます。図書館からの説明をお願いします。 

○西図書館企画事業係長 

 西図書館企画事業係長の岡本と申します。私からは、議事４「令和３年度館内アンケ

ート結果について」、ご報告いたします。 

 資料４をご覧ください。令和３年度館内アンケートにつきましては、令和４年２月 21

日から３月 20 日まで、西、中央、東、北の４図書館で実施いたしました。 

 なお、令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、中止となっておりまし

て、前回実施は令和元年度となっておりますので、参考データとして令和元年度を記載

しております。 

 資料の上部をご覧ください。回収数につきましては、西図書館が 84、中央図書館が 75、

東図書館が 66、北図書館が 129 となっております。令和元年度から大きく回収数が減っ

ているのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、対面でのアンケート協力

のお願いを自粛したことが原因と考えております。 

 こちらのアンケート項目それぞれに対して、回答総数に対する満足度のパーセンテー

ジを表示しております。なお、この結果は、小数点第２位を四捨五入しているため、総

計が 100％とならない項目がありますことをご承知おきください。 

 まず、図書館サービスの全体の集計をご覧ください。令和３年度のところをご覧くだ

さい。表の中央に色が入っている項目がありますが、こちらにつきましては、「満足」

「非常に満足」の合計値を記載しております。４図書館の平均値が 79.3％となっており

ます。 

 続きまして、次のページをめくってください。こちらから図書館サービス個別設問の

数値を示しております。こちらの表の立てつけも、表紙と同じような形で、真ん中に「満

足」以上の合計値を示して色をかけております。 

 ３ページ目のＢ８の項目をご覧ください。「特集や展示物、催物など興味のあるもの

はありましたか」ということで、これは、令和元年度の調査と令和３年度の調査で若干

設問の書き方が変わっているのですけれども、内容はほぼ同じなので、参考対象として

横に並べております。令和元年度と比較しても、かなりパーセンテージが下がっており

ます。４館平均でいきますと、令和元年度が 82.1％だったのが、令和３年度は 77.5％に

激減しております。こちらは、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、各催し

の中止や催しの定員の削減が要因と考えております。 

 次に、５ページ目をご覧ください。こちらは接遇に関する設問となっております。令

和元年度の西図書館の数値を記載していないのは、令和元年度の西図書館での項目が市

全体で行った窓口アンケート項目を使用しており、３図書館の設問とは違うものとなっ
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ていたため、除外しております。なお、令和３年度は、市全体での窓口アンケートは実

施されなかったため、４図書館共通の項目を使用しております。接遇に関しましては、

４図書館の「満足」以上の計の平均が全て 90％以上を示しており、高い値となっており

ます。 

 最後に、６ページ目をご覧ください。こちらは館内環境に関する設問となっておりま

す。こちらの設問も接遇と同様、令和元年度調査では西図書館は別の設問内容となって

いたため、除外しております。また、令和３年度に学習席についての項目を追加してお

ります。学習席の満足度が全体的に低いのは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、席数を削減していたことが要因の一つとして考えられます。 

 以上、議事４「令和３年度館内アンケート結果について」の報告を終わります。 

○黒澤会長 

 ありがとうございました。 

 館内アンケート結果について、質問等何かありませんか。このアンケート結果にかか

わらず、今日の議事全体に関して何でも結構ですので、まだ意見をお聞きしていない方

に少しずつお聞きしたいと思いますが、当てていってよろしいでしょうか。 

 大森委員、何か全体を通して。お願いします。 

○大森委員 

 大変詳しい説明をありがとうございました。お話を聞いていて、やはり小学校の教員

として、子供の読書活動推進計画の推進ということで、今後、小学校、中学校、全市で

アンケートを取って見直しを図るというお話がありましたので、どういう結果が出てく

るのか非常に楽しみですし、アンケート結果を受けて、学校側も「子供の読書」という

視点で考えていかなくてはいけないのだろうと思います。ぜひこのアンケート結果を見

させていただいて、今後の学校としての読書を考えていければと思います。 

○黒澤会長 

 急に振ってしまってすみません。 

 入江委員、感想でも何でも結構でございます。 

○入江委員 

 初めてのことなので、すごく勉強になるというか、こういうことを考えてやっている

のだなという感想です。 

 今聞きながら、学校はどうやって関われるのかなと漠然と思っていました。今、アン

ケートの話が出て、アンケートはある意味関われる一つだとは思うのですが、それ以外

でも何か取組をしていきながら、学校もそれにつながるようなことができるのであれば、

協力できたらいいなと思っています。ただ、具体的な考えがないので分からないですけ

れども、そういうことも考えていただくといいのかなと思って聞いていました。ありが

とうございました。 

○黒澤会長 
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 ありがとうございます。 

 吉川委員、お願いいたします。 

○吉川委員 

 本当に丁寧なご説明をいただいて、なるほどと思いながら聞いておりました。先生方

もおっしゃっていましたが、生徒の活字離れ、読書に対する意識が二極化しておりまし

て、年間 100 冊も学校図書館で本を借りていく子がいれば、全く借りない、本を読まな

いという者もいて、ＳＮＳとかそういったところに時間を多く取られているとか、受験

勉強とか、いろいろ理由は考えられますけれども、活字からの人間の成長や想像力であ

ったり、いろいろな経験につながると思っておりますので、今後ともいろいろと教えて

いただきたいなと思います。 

 最後にいただいた資料４は、来館した皆さんへのアンケートということですから、基

本的に図書館に対して意識の高い皆さんだと思いますので、小・中・高校生のアンケー

トがこちらのアンケートとどのような違いが生まれるのかという辺り、若い年代の皆さ

んの読書、本、そういった環境を整えていく上ではとても楽しみなアンケートになると

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 石塚委員、お願いします。 

○石塚委員 

 遅刻してしまいまして、申し訳ございませんでした。 

 １点、質問です。施策７「行政の情報拠点」で、行政情報の提供と行政支援サービス

の具体的なものを１点でも教えていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

○西図書館企画事業係長 

 企画事業係長の岡本です。 

 もう既にやっていることもありますが、一番頑張っていただいているのは中央図書館

のメインホールのところで、行政各部署に周知をして、ここのホールを活用して各課の

事業を紹介できますよという案内を周知しておりまして、毎年 10 件ぐらい申込みがあ

ります。 

 資料２－②「令和４年度計画事業一覧」を見ていただくと分かりやすいかと思います。

中央図書館のメインホール展示のところを見ていただきますと、例えば、５月は保健総

務課との連携でＨＩＶ検査の普及週間展示ですとか、環境政策課と連携した環境展、自

殺予防週間展示等も行っております。西図書館は、１月にふなばし三番瀬環境学習館と

の連携で、情報拠点として展示を行う予定になっております。 

 あと、行政情報の提供以外に行政支援サービスも行っておりまして、こちらに関して

は、議会事務局と連携いたしまして、議員さんの調査・研究のサポートなどを行ってお

ります。例えば、提案する内容に関連する資料がないかですとか、こういった事業につ
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いてほかで前例があったりするかというような調査相談に、各図書館の司書が対応して

回答するというサービスも実施しております。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○石塚委員 

 ありがとうございました。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。市の公共施設の中で市民の方が利用するのは図書館がすごく

多いのですが、それをなかなか市役所の職員には分かってもらえない。図書館にいろい

ろな行政情報を置くと、市民の方が図書館に来たときに、イベントのチラシにすごく関

心を持って見てくれています。情報を図書館で流すと、足を止めてくれる利用者がたく

さんいます。関係課とタイアップして事業をやるとすごく事業効果が上がったりするの

で、パンフレットを置いたり、展示をしたり、イベントを一緒にやったりすると、すご

く事業効果が上がると、今、図書館から市役所に働きかけてくださっているのだなと思

います。ありがとうございます。ちょっと余分でした。失礼しました。 

 中原委員、何か全体を通してありますか。 

○中原委員 

 いいえ。余計なことをいっぱい言いまして、すみません。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 それでは、原野委員、どうでしょうか。 

○原野委員 

 本日はありがとうございました。我が家は、大学生、高校生２人、そして中学生が１

人で、４人おります。子供たちが小さい頃は、東図書館が近いもので、よく読み聞かせ

にも連れて行ったり、絵本などもよく借りに伺いました。ですが、子供たちが大きくな

るとなかなか行く機会もなく、私も雑誌を見に行ったりとかそういう機会しかなかった

なと思っております。 

 「積ん読（つんどく）」という言葉をご存じかと思いますが、うちでも「たくさん本

を読め」と。特に高校生なんかには、「芥川龍之介とか、太宰とか、そういう純文学を

読んでおいたほうが今のあなたたちには一番いいのよ」なんて言いながら積んで置いて

おります。暇があると漫画のほうに手が行ってしまうようですが、読むように一生懸命

促しています。一番下の中学生の子なんかはパラパラと読んでいますが、それだけでも

いいと聞いているので、さらに「積ん読」をしておこうかなと思っております。 

 そして、事業計画などを見させていただいたら、オンラインでされる事業もあって私

たちも参加しやすいと思いました。もっとアンテナを張って、こういった事業に参加さ

せていただければと思います。私はアガサ・クリスティとか大好きなので、ぜひ参加さ

せていただこうかなと思いました。 
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 以上です。ありがとうございます。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 大槻委員、全体を通していかがでしょうか。 

○大槻副会長 

 事業計画のことが多く出ていたと思いますが、いろいろなところとの事業とか、いっ

ぱいありました。これをどういう形でＰＲしていくか、そこが大切なのかなと感じまし

た。先ほどいただいた図書館報とか、それから、先日ちょっと見かけたのが、ヤングア

ダルトに対する小さな冊子風のものをつくっていらっしゃいました。ああいうＰＲがと

ても重要かなと思っています。 

 図書室とか図書館には置いてあるのですが、そのほかにはなかなか置けていない部分

があるかと思います。なるべく広く多くの方に届くような方法をもうちょっと考えても

らえると、図書館からちょっと離れている方に関しても興味を持ってもらえるのかと思

っています。その辺をもうちょっと工夫していただけるとよりいいのかなと思いました。

よろしくお願いします。 

○黒澤会長 

 ありがとうございます。 

 では、私からも。 

 船橋市は人口 64 万人で、市内に４館の図書館とサービス拠点が 19 あって、羨ましい

と思うのは、週７日間開館していますね。平日は、図書館は９時半から夜８時まで開館

している。図書館サービス推進計画が大変しっかりできております。今年度から第二次

に入りました。一次も二次もサービス推進計画が大変しっかりしておりますし、二次は

上位計画との整合性もきちんと取られて推進している。しかも、計画ができただけでは

なくて、きちんと推進していて、点検・評価も行われています。また、西図書館を中心

として、ほかの３館は指定管理者にお願いしておりますけれども、推進計画がしっかり

しているので、計画をしっかり推進されていると思っております。 

 事業を見ましても、多種多様な事業を行っております。ＰＲとかよく言われますけれ

ども、チラシを配ったり、ホームページをやったり、ＳＮＳをやったり、現場では大変

頑張っているし、各館を見せていただくと、展示や事業、ヤングアダルトのＹＡサービ

スのところも充実してきています。推進計画に沿って随分しっかりなさっていると思っ

ております。 

 ただ、時代が時代ですし、これからも新しいいろいろな事業に取り組んでいくしかな

いとお互いに感じていると思います。そういう意味で、私たちもいろいろな事情をキャ

ッチしながら、図書館の応援をしていけたらいいなと考えております。 

 失礼いたしました。 
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 ------------------------------------------------------------------------------ 

 

３ 閉会宣言 

 

○黒澤会長 

 では、これで本日の議事は全て終了となりました。ありがとうございました。 

 本日の議事録の署名は、大槻委員と入江委員にお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

 では、以上をもちまして、令和４年度第１回船橋市図書館協議会を閉会させていただ

きます。ご協力ありがとうございました。 

  

 

 ［午後３時 45 分散会］ 

 

 

 

 

 

 

 


